
 

 

１．科目名（単位

数） 
福祉行財政と福祉計画 （2 単位） 

３．科目番号 

SSMP3103 

SNMP3303 

SCMP3103 

SBMP3103 

PSMP3403 

２．授業担当教員 姜 壽男 

４．授業形態 講義、グループ討議等 ５．開講学期 春期／秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

市場の失敗が問われている現在、これからは福祉分野においても、行政の役割が市場機能より重要になる

と考えられる。こうした問題意識から本講義は福祉と関連し、パブリック（行政）が行っている事について

以下の点を中心に学習する。 

・福祉の行財政の実施体制（国・都道府県・市町村の役割、国と地方の関係、財源、組織及び団体、専門職の

役割を含む。）について理解する。 

・福祉行財政の実際について理解する。 

・福祉計画の意義や目的、主体、方法、留意点について理解する。 

８．学習目標 

１．福祉分野において市場の失敗と行政の機能の変化について理解し、説明することができる。 

２．福祉サービスの担い手として行政組織の役割について学習し、理解を深める。 

３．福祉予算と福祉サービスの関係について学び、説明できるようになる。 

４．福祉計画の理論と技法について、また、福祉計画がなぜ重要になってきたのかについて学び、説明でき

るようになる。 

５．福祉行政の過程すなわち、plan→do→see→feed back について学び、理解を深める。 

６．福祉計画の策定のとき、なぜ住民参加が重要なのかについて理解し、説明することができる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

学習の理解度をみる課題を授業内で複数回行う。 

＊その他授業の進行状況に応じて指示します 

10．教科書・参考

書・教材 

【教科書】 

社会福祉士養成講座編集委員会 『福祉行財政と福祉計画』中央法規。 

【参考書】 

坂田周一『社会福祉計画』有斐閣。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

1．社会福祉構造改革以後、変わった福祉行政のやり方について理解できたか 

2．福祉財政についてその内容と課題について理解できたか 

3．地域福祉と福祉計画地に関連し、それぞれの福祉計画について理解できたか 

4．発表や討議を通して発表力の向上ができたか 

○評定の方法 

1．授業への積極的な参加度（討議や発表など）：４０％ 

2．課題レポート及び予習ノート：３０％ 

3．総括テスト：３０％ 

12．受講生への 

メッセージ 

本学の基本方針として学生個人の思考力、創造力、問題解決能力を育成することを目的としている。 

 受講生は上記の目的達成のため、下記の事を守ることが期待されている。 

１）授業中は常に緊張感と集中力を保ち、積極的な態度で授業に参加すること。 

２）席は前から男女混合で座ること。 

３）授業中に理解できなかったことをそのまま放っておかず、質問をすること。 

４）授業中は私語、居眠り、また途中入出をしないこと(正当な理由以外は減点の対象になる)。 

５）宿題及びレポートの提出期間を厳守すること。 

６）グループ討議にはメンバー全員が積極的に参加することと他人が発表するときはきちんと傾聴すること。 

13．オフィスアワー 授業中に通知する(時間割表掲載のオフィスアワー欄参照) 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
オリエンテーション 

 授業の内容と進め方について 

事前学習 
教科書の「はじめに」を読み、学習内容の全

体的なイメージをつかんでおく。 

事後学習 
授業中に読解した内容や行った作業・演習等

についての要点をまとめる。 

第２回 

第 1 章 福祉行財政と福祉計画―福祉と制度― 

福祉を実現する主体と機能、社会福祉の捉え方、 

社会福祉と社会保障の違いについて 

事前学習 pp.2～10 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 社会福祉の概念の変遷についてまとめる。 

第３回 

第 1 章 福祉行財政と福祉計画―福祉の法制度の展開 

時代によってどのような制度ができ、特徴があるのか、 

社会福祉における市場と行政の機能変化について 

事前学習 pp.11～23 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 
社会福祉における市場と行政の機能変化に

ついてまとめる。 

第４回 
第 1 章 福祉行財政と福祉計画―福祉計画の概要― 

社会福祉と計画の関係、福祉行政と福祉計画について 

事前学習 pp.24～31 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 福祉行政と福祉計画についてまとめる。 

第５回 

第 2 章 福祉行政―行政の骨格と社会福祉の法制度 

政府の役割と地方自治体の関係、社会福祉の法令を読む

ポイント 

事前学習 pp.34～43 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 社会福祉関連法令の専門用語をまとめる。 

第６回 第 2 章 福祉行政―福祉行政の組織(中央及び地方政府 事前学習 pp.44～51 を熟読し、要点をまとめる。 



 

 

を中心に) 事後学習 厚生労働省の機能についてまとめる。 

第７回 
第 2・4 章 福祉行政―社会福祉基礎構造改革と福祉サ

ービスの利用方式の分化について 

事前学習 pp.54～60 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 福祉サービスの利用方式についてまとめる。 

第８回 

第 3 章 福祉財政―財政と社会福祉 

社会保障給付費とは、社会保障給付費の推移、社会保障

関係費の動向について 

事前学習 pp.62～68 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 
日本の社会保障給付費の動向の特徴につい

てまとめる。 

第９回 
第 3 章 福祉財政―地方自治体の財政と民生費の動向、

民間と利用者負担 

事前学習 
pp.69～75 を参考に自分が住んでいる地方自

治体の民生費を調べてまとめる。 

事後学習 
日本の民生費の動向の特徴についてまとめ

る。 

第１０回 

第 4 章 福祉行政の組織・団体と専門職の役割 

―福祉行政の専門機関と専門職 

福祉関連専門機関と専門職にはどのようなものがある

のか 

事前学習 pp.86～100 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 講義で理解した内容をまとめる。 

第１１回 
第 5・6 章 福祉計画の目的と意義 

―祉計画の主体と方法 

事前学習 pp.116～133 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 福祉計画のプロセスについてまとめる。 

第１２回 
第 5・6 章 福祉計画の理論と技法 

―福祉計画におけるニーズ把握と評価について 

事前学習 pp.134～148 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 
客観的ニーズと主観的ニーズの関係、評価技

法についてまとめる。 

第１３回 第 7 章 福祉計画の実際①老人福祉・介護保険事業計画 
事前学習 pp.142～148 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 講義で理解した内容をまとめる。 

第１４回 
第 7 章 福祉計画の実際②障害者福祉計画・子ども子育

て支援事業計画 

事前学習 pp.158～163 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 講義で理解した内容をまとめる。 

第１５回 
第 7 章 福祉計画の実際③地域福祉計画（住民参加の方

法を中心に 

事前学習 pp.149～155 を熟読し、要点をまとめる。 

事後学習 
住民参加の方法及び重要性についてまとめ

る。 

期末試験 

 


